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戦
後
十
年
余
を
経
た
現
段
階
の
批
界
経
済
は
、
：
し
ば
し
ば
プ

.

つ
€>
転

換

期

に
 

，あ
る
と
い
わ
れ
る:;

0周
知
の
如
く
？
国
際
連
合
の
.

「

.一
九
五
五
年
世
界
經
舊 

盡

莖

«2
は
、.

私
金
業
経
済
諸
国
に
，お
け
：る
戦
後
十
年
間
ウ
発
展
の
経
過
を
回

. 

顧
し
、V
と
れ
を
次
の
四
つ
の
局

.

面
に
分
け
て.

考
察
し
て1

 

注^

.

第
一.

局
面
は
、
篇

直

後

か

ら

！
一

 

九
四
八
年
末
に
お
ょ
ぶ
い
如
'̂

の
、経 

済
菌
め
時
期
で
あ
り
、
：
こ
の
期
間
は
、
0戦
争
に
な
る
荒
廃
地
域
に
.お
け
る
極 

.

端
众
生
活
水
準
の
低
下
に
ょ
っ

.

て.

特
徴
づ
：
^ '

ら
れ
る
'°

.

.

.

•
'第一4

の
局
面
は
プI

九
四
九
年
の
劫
め
か
ら
朝
鮮
動
乱
：に
：い
お
る
謂
で
：あ
. 

り
、
.こ
の
：局
面
は
終
戦
直
後
の
危
機'1
2
1ょ
ら
.て
_蔽
い
隠
さ
れ
て'い
た
構
造
上
：の. 

間
題
が
表
面
に
親
れ
れ
た
時
期
上
見
ち
れ
る
。
'と
と
，に
と
；の
期
間o
経
過
め
，

■

ち
に
、
へ^
-

的
.
な

廹

っ

た

霞

の
.
諸
条
件
が
克̂

0

九
：た
後
其 

お

い

て

も

ず

、
む
し
ろ
次
第
唼
慢
性
化
し
て
教
た
こ
：と
が
：注
目
さ
れ
へ 

^

0
 

.

.
黨

的

な

ド

ル

不

足

の

形

を

，と
る

.
国
際
的
な
不
均
衡
は
、
；そ

.
の
一
，
つ
の
典 

型
ャ
ぁ.
ゐ
。
 

，：：  

'
■:
.

っ
？

.：

#
界
経
済
体
制
の
'再
調
整
期

-

第
一
ー
；ー
'
の
.
局
面
梂
、
:.
:

ー
九
；五
〇
年
の
半
ば
か
ら

I

九
五
.二
年
末
ま
で
で

あ

り

、 

朝
鮮
動
乱
の
局
面
と
し
て
ャ
し
た
が
マ
て
動
乱
の
も
た
ら
し
た
原
材
料
プ
ー

ム

. 

、と

そ

れ

に

横

く

塞

並
.
びM

そ
：の
調
整
の
期
間
と
.
し
て
示
さ
れ
る。：
.
■:

■:
第
四
:0
局
面
が
フ
そ
の
後
：の
：新
し_い
拡
大
の
，時
期
で
あ
る
と
同
時
に
、
本
質 

的
：か
障
箐
g
':
'
%直
面
し
：て^
る
時
期
と
見
る
。

」

：そ
れ
は
一
九
五
三
丨
五
四
年
の
：
 

:

ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
：軽
微
な
景
気
後
退
に
ょ
？
て
妨
げ
ら
れ
は
し
た
が
、

一
九 

五
四
I
硬
金
年X

さ
ら
に
ゆ
：一-九
五
1六
年)

.に
引
き
続
い
た
、
い
わ
ば
世
界
の 

高
原
景
気
：の
時
期
に
当
た
る
。
：し
か
も
現
実
に
そ
の
後
の
世
界
の
景
気
は
、

一
 

•九
：五
；七
萍
初
頭
以
康
、
'
ア

メ
リ

ヵ.0
景
気
0
低
迷
を
主
卿
と
し
て
、
不
安
定
な 

経

過

：を

迪

り

、
；
い
、
わ

#'
る
転
換
期
：の
様
相
令
強
め
つ
つ
あ
る
わ
け
で
あ
る
0 

. 

:

:
も
ち
ろ
ん
上
記
の
：ょ
ぅ̂'
'

1

面
を
劃
す
る
時
期
上
：の
区
分
線
を
、
U
的
確
に 

:

引
き
難
い
.
4と
は
、'
,同
顧
告
も
自
ら
指
摘
す
る
と
こ
ろ.で
あ
る
が
、
戦
後
の
世 

界
経
済
-oF.

復
興
か
ら
是
^

 ̂長
.

J C
F
r
o
m

 R
e
c
o
s
t
r
u
a
i
o
n

 to Long-

 

T
e
r
^
o
r
o
w
t
h
)

の
推
移
を
示
す
上
に
、j

つ
の
基
準
的
な
資
料
と
見
な
し

.

J.
-'.
 

.

.
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- 

.

1

-で

あ

管

'0
'

.
,し
か
し
こ
匕
で
は

i

い
マ
そ
ぅ
概
括
的
：に
、

'
前
述
の
戦
後
十
年
間
め
§

を

1:.

-

.
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.

:
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.括
し
1:
1先
進
国
賺
に
と
づ
て
は
戦
後
の
経
済
復
興
期
と
ポ
な
し
、
こ
れ
に
対

. 

辟

し

；
て

.、
後

進

国

経

済

に

七

.？
，
て
、
は

、
ヒ

め

：
■

間

を

い
 

期
と
解
す
る
：こ
：：と
と
し.た
い
'°
そ
-,
1
>-1
:
現
夜
の
^
,わ
ば
転
換
期
の
意
难
冷
、
.前 

者
に
：っ^
て
は
、
条
の
復
興
の
基
礎
の
上
最
真9
:震
溯

を

迪
>え
う

べ

.
き

時
' 

期
、
後
者
に
||
*
し
て
は
、
：

：

本
格
的
な
経
済
開
発
の
段
階
に
進
：
A
う
べ」

き
時
期
 ̂

解
釈
す
る
。1
:但
し
.い
ず
れ
も
そ
の
.可
能
性
が
描
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、'
両
者
に 

'と
'^
.て
，

^
の
：
ょ

う

な

段

階

：
へ

-'
©
進
展
が
保
証
さ
れ^
い
る
わ
け
で
は
.な
い
。

.

,む
^
ろ
現
実
に
は
、
こ
.の
転
齋
忙
お
け
る
国P

治
上
、
世
界
経
済
上
の" 

.骼
問
題
め
.発
生
が
、
：
多
く
，の
動
揺
や
摩
擦
の
要
因
を
導
入
：七

，
世
界
経
済
は
全 

体
.と
し
弋
安
定
的
汝
途
展
期
匕
向
っ
て
で
は
な
く
、
逆
に
不
安
定
期
を
迪
充
て 

.い
る
如
く
で
あ
ゐ
。
：
.

.

:ご

:

:

:

.

.そ
の
意
味
.で
、
：
最
®
の
世
界
景
気
の
停
滞
を
捉
え
て
、
そ
の
再
調
整
©
必
要 

が
.叫
ば
れ
て
い
る
こ
：と'は
事
実
で
あ
る
が
、
；
こ
の
狭
義
：の
間
題
に
.限
定

さ

れ

，ず
 

10
;
界
経
済
は
ょ
り
根
本
的
に
経
済
体
制
上.の
い
わ
ば
広
義
の
'再
調
整
期
に
あ
ヰ 

と
の
理
解
が
成
り
立
つ
と
思
う
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
の
戦
後
十
年
間
の
復
興 

期
な
り
開
発
準
備
期
な
り
の
間
に
、
.
実
は
そ
の
後
の
真
の
発
展
期
や
本
格
的
開 

発
期
へ
の
移
行
の
た
め
の
充
分
な
恙
盤
が
構
築
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
反 

省
に
通
ず
る
。
だ
と
す
れ
ば
現
時
期
に
お
い
て
、
世
界
経
済
体
制
上
の
再
調
整 

に
つ
い
て
勘
案
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
の
提
起
で
あ
る
。

こ
の
再
調
整
を
必
要
と
す
る
動
因
は
、
恐
ら
く
こ
れ
を
戦
後
の
.世
界
経
i
 

造
の
変
化
の
う
ち
に
求
め
る
こ
と
が.可
能
で
あ
ろ
う
。

.;
-の
点
に
»
處
し
て
考
，
 

察
を
要
す
べ
き
多
く
の
問
題
が
存
す
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い

ニ 

九
六
：

)

て

は

咖

か

広

汎

な

視

野

か

ら

，

次

：
の
：
一

1ー
点

の

解

明

を

通

じ

て

、

:'
:問
題
.の
所
在
を

■明
ら
'.
か
に
..し.た
.'^
と
.考
え
.る
:0
.,:

V

i

、
：, 

i
主
,

界
市
場
め
成
立
と
発
展.
：
：

：
,
'
:

.■
:
• 

V 

、
.:
;
:'3
1

、
：
世
晁
経
^
の
地
域
化
傾
向
の
前
進
：.

」

.

:

-
■-
'

先

進

国

と
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o.d Nations* w
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H
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m
i
c

 Survey 1955. 1956, 
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■;
一
，
九
一
：

f

七
年
の(

十
月
革
命
に
よ
っ
て
、.
i
主
義
国
と
し
て
の
ソ
ヴ
ノ
ト
連 

邦
が
成
立
し
た
と
い
ぅ
事
実
は
、,し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る.如
く
、
地
球
の
六
分 

の
：
一.の
睦
地
面
積
を
占
め
る
広
大
な
地
域
が
、：
資
本
主
義
世
界
市
場
か
ら
一
応 

繼

し

た：

と
い
ぅ
意
味
に
お
い
て
、
第.一
次
世
舞
大
戦
後
の
世
界
経
済
に
、
深 

甚
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
.し
か
し
新
興
の
：ソ
ヴ

h

ト
連
邦 

が
、. 一

国
社
会
主
義
の
達
設
を
旨
と
し
た
限
り
に
お
い
て
、
そ
れ
は
資
本
主
義 

世
界
経
済
体
制
下
の
一
異
質
分
子
の
存
在
で
は
あ
り
え
弋
も
、
な
お
経
済
体
制 

上
の
分
立
を
示
す
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

.第
一
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
い
て
は
、
こ
の
事
情
は
箸
し
く
変
化
し
た
と
見
な 

く
て
.は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
ソ
ヴ
ユ
ト
連
邦
自
体
の
領
域
の
拡
張
に
止
ま
ら 

ず
、
東
ョ
ー
ロ
ッ.パ
に
お
け
る
多
く
の
人
民
民
主
主
義
国
の
成
立
、
さ
ら
に
は

ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
華
人
民
共
和
国
を
は
じ
め
と
す
る
数
筒
の
人
民
民
主
主
義 

共
和
国
の
誕
生
：に
ょ
っ
て
、
社
会
主
義
世
界
経
済
体
制
が
、
明
確
に
資
本
主
義
世 

思

経

済

体

制

と

対

立

す

る

形

に

お

い

て

設

立

せ

ら

れ

た

。

い
わ
ゆ
る
一
'
'
一
つ
の
世 

界
経
済
体
制
の
.分
立
.と
抗
争
は
、
平
和
的
共
存
ま
た
は
競#
的
^
存
の
経
^
を. 

繰
返
し
な
が
ら
、
戦
後
の
国
際
政
治
、
世
界
経
済
の
動
向
を
律
す
る
基
本
的
な
要 

因
と
な
っ
た
。
と
り
わ
けi

面
に
お
い
て
、
' そ
れ

.は

具

体

的

に

資

本

主

義

世
 

思
市
場
^
社
会
主
義
世
界
市
場.の
分
裂
を
招
来
し
、
東
西
貿
易
の
問
題
を
も
含
ぐ 

め
て
、
世
#
経
済
の
上
に
多
く
のi

:な
問
題
を
提
出
し
て
'い
る
と
解
さ
れ
る0 

.
こ
と
に
-
^
十̂
年
^
の
^
過
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
社*
エ
_
圏
内
.の
^

_も
、
. 

復
興
か
ら
建
設
へ
の
過I
を
進
め
る
と
共
に
、
圈
内
贸
易
の
拡
大
を
中
心
紀
相 

互
間
の
経
^

^
関
係
の
緊
密
化
を
具
現
し
て
き
た
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
。

'

こ
れ
ら
社
会
主
義
圈
諸
国
間
の
相
互
経
蕩
力
関
係
は
、
い
ぅ
ま
で
も
な
く 

.ソ
ヴ
工
ト
連
邦
を
主
軸
とし
て

、

(f
)

外
国
質
易
、(P
)

借
款
の
.供
与
、
H
科
^
• 

技
術
の
援
助
、
㈡
幹
部
養
成
の
協
力.の
、
-®
手
段
を
通
じ
て
推
進
せ
ら
れ
た
？
そ 

し
ズ
ー
九
四
九
年
一
：月
モ
ス
タ
ヮ
に
設
立
，さ
れ
た
経
済
相
互
援

1

議
は
、
こ 

の
目
的
の
：た
め
の
具
体
的
な
促
進
機
関'と
な
っ
た
0 

こ
：
と
：
に

：

1

九

五

六

年

ニ

月

の
V
ヴ

•*
•ト
連

邦

共

産

党

第

一

一

十

回

產

に

4

い
へ 

て
明
ら
か
に
さ
れ^ .

如
く
、

ソ
ヴ
ニト

■̂

の
歡
六
次
耳
ヵ
年̂

胃
の
決
定
に 

際
し
て
、
§

主
義
圏
の
い
わ
ば
盟
主
で
あ
る
ソ
ヴ.ラ
ト
1

自

身

の

：
五

：
力

年 

■計
画
と
、
そ
の
他
の
い
わ
ゆ
る
衛
星
諸
国
の
五
*
年
計
画
と
の
間
に
、.緊
密
な
': 

相
互
関
係
が
樹
立
さ
れ
た
こ
と
が
注
印
せら
れ
る
。
す
な
わ
ち
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

チ
エ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、

ハ
ン
ガ
リ

ー

、

ル
ー
マ
ニ
ア
、

ド
ィ
ツ
民
主
共
和

世
界
経
済
体
制
の
再
調
整
期 

‘

国
、
ア
ル
バ1-

ア
の
諸
国
は
、

ソ
ヴ
工
ト
連
邦
と
歩
調
を

1

に
し
て
、

一
九
五 

六
年—

六
〇
年
の
五.
力
年
計
画
の
実
施
に
着
手
し
、

こ
こ
に
社
会
主
義
圏
諸
国 

の
大
部
分
に
亙
っ
て
の
五
力
年
計
画
の
統
一
的
な
運
営
の
可
能
性
が
生
じ
た
の

.

.

.
:

(

注
1ー〕

.，：

,

で
あ
る
.
I
°

'

し
か
し
こ
こ
で
は
、.秘
会
、

I

義
世
界
市
場
の
.形
成
な
ら
び
に
発
展
の
解
明
と 

い
ぅ
観
点
か
ら、
.，
と
ぐ
に
戦
後
に
お
け
る
圏
内
貿
易
の
推
移
を
檢
M-

す
る
.こ
と 

に
し
た
い
0

■

.

;

 

.

•

:

.

,

.

い
ぅ
ま
で
も
な
ぐ
社
会
主
義
奮
の
貿
易
は
、
原
則
と
し
て
計
画
質
易
で
あ 

る
と
共
に
.国
営
質
.易
で
あ
り
、
且
つ
国
内
の
政
治
的
要
請
な
ら
，ひ
に
経
済
計
画 

の
必
要
に
ょ
つ
て
規
制
さ
れ
る
。：
戦
後
の
：̂

主
義
圏
諸
国
の
復
興
と
工
業
生 

産
の
増
大
に
伴
い
、
.

そ
の
総
置
漏
額
も
顕
著
な
回
復
と
増
加
を
記
録
し
た
が

、
. 

そ
れ
は
.必
ず
し
も
1

則
か
ら
：の
伝
統
的
な
賀
易
の
型
.の
延
長
を
意
味
し
な
か
っ 

:

.た
0

と
く
.に
こ
办
こ
と
は
貿
易
の
地
域
別
構
成
.に

如

実

に

，
示

.さ
れ
た
0

獲

十
 

年
間
の
終
り
に
、
総
貿
易
額
は
戦
前
の

一 
一
五
倍
に
達
し
た
：が
、
'
そ
の
㈥

豸
は 

圈

内
-^

易
の
急
激
な
増
大
と
、
：反
面
、
圈
外
質
易
の
1

刖
水
準
の
半
分
以
下
，

.

の
®

を
も
た
ら
し
.た
。V

;.:

, 

.

/ 

:

次
の
諂
：1表
は
：.国

別

に

見

た

：
エ

業

生

産

と

へ

&

貿
易
の
增
加
の
：趨
勢
で
あ 

6

、.
.第
一
1
:表
は
1

則
と
の
.比
較
に
お
£

る
そ
.
©

,

第
1
1表
が
ら
推
定
し5-
.
る
如
く
い'
豐
削
に
お
：い.て
 ̂

-
ロ
ッ
パ
諸 

国
相
®

間
の
質
易
は
、
そ.の
全
賢
易
の.
一：
五
：％
に
も
達
し
な
か
っ
た
。
事
実
、

」 

^

時
■の
、塞
要.な
賀
^

^

手
国
は
'>'
.ィ
ッ
と
オ
'丨
ス
.
ト
リ
.ア
で
あ
.り
、：..
.一.
.九

，
三
八
パ 

.
年
に
そ
れ
は
東.ョ
ー
ロ；

ッ
パ
諸
国
の
輸
出
の
含
八
％
、
：
輸
入
の
一
:
1
.因

％
を
占
め

. 

三

a

九
七)



た』

次
い
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
八
％
と
ア
メ
リ
カ
の
五
%
で
あ
り
、
ソ
ヴ
エ
ト
連 

邦
の
由
め
る
比
率
は
極
め.て
低
か
っ
た
:0
'

.

霍
こ
の
事
情
は
大
ぎ'く

逆
転
し
た
。
と
り
わ
ボ
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
と
の
間
に 

.お
け
る
著
し
い
質
易
の
被
犬
が
見
出
さ
れ
、

ン
：ガ
リ
ー
の
兰
〇
％
を
最
低
と 

し
て
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
中
国
本
土
で
は
五

0

% 

坺
上
に
及
んV

い
る
。
■そ
こ
に
は
i

に
経
済
的
理
由
の
み
介
ら
ず
、
.政
治
的 

理
由
i

げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が、
' そ
の
い
ず
れ
に
.せ
よ
极
本
的
に
は
ソ
ヴ
工 

.ト
生
産
物
め
多
量
性
と
姓
に
こ
れ
を!)
§
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
う
る
に 

.1

九
四
七
年
か
ら
一
九
五
四
年
の
間
に
ソ
ヴ
‘
エ
ト
連
邦
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た 

約
五
九
億
.ル
I
ブ
ル
の
長
期
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト

(

資
料
確
キ
の
分〕

、
そ
の
他
を
含 

め
て
概
算
で 
一
一
一o

€
ルー

ブ
ル
と
い
わ
れ
る
ク
レ7-
-
ィ
ゾ
ト
の
効
果
を
見
逃, 

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
し
、
.ま
た
既
掲
め
篇
済
相
互
援
助
会
議
が
相
互
間
の
賀 

鲁
定
の
締
結
や
技
術
的
援
助
、
経
済
的
経
験
.の
交
流
の
促
進
に
泉
し
た
役
割 

を
認
め
な
く
て
はf

な
い
：0
:

:

■

'

た
.

.,

.
:
: 

そ
れ
と
共
に
、
こ
の
に
こ
れ
ら
諸
国
間
に
お
い
て
、'
外
国
賀
易
に
搿
す 

る
政
策
上
の
改
訂
、
態
度
の
変
化
が
真
現
さ
れ
た
こ
'と
も
挙
げ
て
お
く
べ
き
で. 

あ
ろ
う
。
つ
ま
り
戦®

後
の
復
l

m
を
通
じ
て
、'相
互
間
の
■

や
分

 ̂

化
に
多
大
の
関
心
を
払
う
余
裕
が
な
く
、
.
い
ず
れ
^

*業
改
#
と
尤
業
化
を
中 

心
に
、
：原

則

的

に

は

策

を

採

用

し

た.
Q
.
.
国
社
会
主
義
於
1

)

0 

そ
し
て
こ
の
傾
向
は
大
体
一
：九
：五

 
一
一
ニ
年
ま
で
続
ゼ
た
と
見
ら
れ
る
が
ス
同
年
の 

中
頃
か
ら
、；
多
く
の
東3
丨
ロ
ッ
パ
諸
国
に
；お.い
：て
は
、.
ー
九
'芄
：六
铝
が
ら
は:'
' 

じ
ま
る
新
経
済
建
設
針
画
の
银
瓦
に
備
ぇ.て
、
.各
経
済
部
問
間
の
'不
均
衡
を
除

：

世
旅
経
済
体
制
の
#
調
整
：期

.去
す
る
た
め
の
計
画
の
改
訂
、
新
政
策
の
適
用
が
進
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
工
業 

の
欺
大
率
を
低
め
る
と
共
に
、
生
産
財
と
消
費
財
の
生
産
高
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
狭 

め
、
且
つ
農
業
生
産
の
増
大
を
図
る
と
い
う
方
向
で
ー
あ
^

こ
の
ょ
う
な
政
策 

.，の
1

討

し

'て、

域
内
の
分
雅
や
質
易
関
係
の
拡
大
が
考
慮
せ
ら
れ 

、
る
こ
と
：と.な
い
わ
ば
従
来
の
自
給
化
政
策
に
代
っ
て
、
社
会
主
義
国
際
分 

業
の
推
進
が
企
図
さ
れ
た.の
で
あ
る
。.そ
れ
が
域
内
貿
易.の
，い
っ
そ
う
の
拡
大 

に
役
立
っ
た
こ.と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
办
間
に
.お
.い
て
、
い
わ
ゆ
る
東
西
貿
易
も亦、

起
伏
の
多
い
経
過
を
迪
っ 

た
。
そ
れ
は
戦
後
の
十
年
間
に
、
必
ず
し
も

一

律
の
過
程
を
進
ん
だ
わ
け
で
は 

な
い
。.戦
争
直
後
の
1
九
四
六—

四
八
年
の
期
間
に.は
、
む

！2

1̂1
<
や
外
国 

か
ら
の
援
助
.に
ょ
ら
.て
、
：
社

会

主

義

i

め
圏
外
質
易
は
か
な
り
の
増
加
を
示 

し、

東
西
質
县
は
、ー
時
的
に
は
圏
内
置
易
ん
り
も
高
い
比
率
を
示
し
た
。
し
か 

し

そ
の
後
は
^
^
.に
転
じ
、
へ.ー
：九
5

5
に
そ
：の
最
f

に
達
し
た
。

:

の
東
西
貿
易
額
が
最%:
高

：か
：
っ
た
，
一
，
九

©
八
年
に
->
そ
れ
は
«
郎
1
九 

三
八
年
の
ニ
九
億
ド
ル
に
比
べ
、て
三
八
億
ド
ル
に
な
々
た
が
、
こ
の
間
に
お
け 

.る
物
価
'上
昇
を
.考
慮
に
.入
れ
.る
と
、:貿
易
量
は
1
刖
水
準
の
半
分
圾
下
で
あ 

り
、？.そ
れ
は
ニ
九
'五
三
年
に
か
け
て
さ
ら
に
低
下
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、 

.
こ
の
時
期
か
ら
の--
1冷
た
い
戦
争」

.の
展
開
、
と
り
わ
け
朝
鮮
動
乱
の
勃
発
を 

.契
機
と
.す
る
コ
コ
ム
：

C
1

九
五
〇
.年
ー
月
_

〕

や
チ
ン
コ
ム( 一

.九
五
二
年
九
月) 

の
設
定
.ぉ
ょ
び
：

」

：
九
.五
ー
：3

^
か
：ら

実

施

さ

れ

た

.バ
：
ト

ル

法_の
影
響
が
、
有 

'.
'
.
.
.

カ
な
根
叢
を
な
し
た
と
解
さ
れ
る。
:

:
'.
',

;し
か
し
.
1九
五
：三
|
五
四
牢
に
か
け
で
の
国
際
緊
張0
綾
和
：に
伴
々
て
、
東

■ 

五
ノ
 

(

ー.九
九
，

)

.

.

(注） United Nation^, World Eoonomio Survey 1955. 1956, p 112.

こ 表 国 興 貴 .易 , 総 舞 の 地 理 的 配 分  

(全貿易K：対する#!j合；) .

仕 向 地

1 9 3 7
国 計 画  

経済圏
其の他 
世 界

1 9 4 8

ソ連
その他
計画経 
済圈

の
世 

其
他
界

1 9  5 1
其の
他世 
称

19  5 4
其の他 
計画経 
済圏

s..

世
，

V 

其
他
界

45 140 157 171
62 156

....... . . . 1

101 204
• . . . . . .

1明 170 •, 199
132 180 188

63 . 136 150 156
81 130 138 144

45 (1948的
. 142 

158
160
204

176
250

36 161 180 185
33 139 152 157

47 149 176 • 195
43 125 126 . . . 136

40
.• . ■‘ ' ， 

159 181 194
23. 139 ' 161 169

54 129 145 165
81(1948 年) 165 183 199

第 二 表 国 別 工 業 隹 産 (1950、年= 1 0 0 )と外国貿易 (1951年4 0 0 ) の指数 

国 と 填 目  I 1 9 4 t  1 9 5 2 1 9 5 3 ' , 1  9 5 4 ^

ァ
産
易
'
:陸
産
易
ァ
産
易
.ッ
：塵
^:!

.産
易
.ド
産
1

易

..ァ

.塵
易
'邦
産
易 

リ
生
質
大
生
：質
へ
ァ
生
質
.
.
.
生
質
：
リ
生
貿
■:
ン
生
貿
.
-
-生
質
連
生
.質
' 

ガ業国業国

.ロ
業
国
'
:業
国
ガ
業
国
ラ
業
国
マ
業
国
工
業
国
：
 

ルH

外

国H

外
コ
エ
外.

エ
外
ン
エ
外
一
エ
外
.1

X
外
ヴ
エ
外 

プ

.
，
中

チ：

東

，
ハ

ポ 

ル
，

ソ

.

四

C
1

九
八)
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3
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0
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-
6
 

6
 

8
 

3

:
-

-
fe. 

7
 

7
 

6
 

7

9

 

1

1
 

3
 6

94

17
23
34

88
..
.
89
1

12

7
 

3
 

2
 

6

8
 

9
 

8

9

13
7

18

ア
土
ア
ツ 

:
キ

本
ヴフ

ガノレ

国
ブ
中
チ
東

1 .

ド
ァ
邦

リ

ン

.
ニ

ガ
ラ
マ
速 

ン1
1

 

ハ
ボ
ル
ソ

(注) U. N., ibid., p. 113.



第三表社会丰義諸国（ソ連およぴ東ヨーr iッパ諸国) の圈外賀易の推移：
... . '  ' • ' . . . . . へ 5 . . . -

(1947—55 年)

’1947 1948 1949 1950 1951 1952 1958 1954 1955

輸入相手国

1 . ア メ リ 力 335.3 122.7 61.7 26.4 2,7 0,5 0.6 5.9 7.2
2. O E E C 諸国 562.1 609.4 759.5 591.1 657.1 624.7 560.5 679.1 800.7
3 . 小 計 （1十2) 897.4 732.1 821.2 617.5 659,8 625,2 561.1 685.0 807.9
4. 圏 外 合 計 1235.7 1271,1 1305.5 966.2 1137.6 1038.5 934.7 1212.7 1426.5
輸出相手国

1 . ア メ リ 力 108.2 113.0 67.5 80.5 63.8 32.8 29.9 42.2 55.5
2. 0|EECJ 諸国 630.3 940.1 915,8 700.3 827.8 756.0 663.2 754.1 1014.2
3 . 小 計 (1+ 2) 738.5 1053.1 983.3 780.8 891.6 788.3 693.1 796.3 1069.7
4. 圏 外 合 計 908,1 1347.6 1281.8 1039.3 1243.1 1120.2 1005.2 1183.7 1571.2

(注）' Nicolas Spulber, The Economics of Oommunist Eastern  
Europe. 1957, p. 463.
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■

西
質
易
は
回:

:

内
建
設
活
動
の.充
実
の
要
求
が
、.こ
の
方
向
を
推
進
せ
し
め
だ
：に
外
な
ら
な

■ぺ

.ぺ
:.
.:
.ぐ
,

た
p 

t

九

扣

V
,

第
一.

u

表
は
戦
後
の
ソ
連
邦
と
東
ョ
ー
ロ
：ッ
パ
諸
国
の
圈
外
贸
易
の
推
移
で
あ 

.四
年
に
'̂
-

‘

。-'
/

..
:

.総

額

の

上

で
'-
:

こ
れ
^

#
主̂
義
圏
の
.圈
外
貿
易
に
扣
い
て
、''
戦
後
の
期
間
に
最4'
比
重
の 

な

お
一
九

四

大

き

か

っ

，た
の
は東
西
両
ョ
ー
口.

ッ
パ
：間
の
資
易
で
あ
っ
た
。
但
し
い
ぅ
ま
で 

八
年
を「

六

.

も
な
く
エ
業
国
と
し
て
の
西
ョ
ー
ロ
；ッ
パ
ど
農
»
,

原
料
国
と
し
て
の
東
ョ| 

%
以
上
下
廻
：

ロ.ッ
パ
.の
人
為
的
.政
治
的
分
離
は
、
そ
の
結
合.の
上
に
成
立
し
て
い
た1
刖 

つ
て

い

た

.

の
全
ョ
ー
ロ
'/

'。ハ
と
：し
て
の
i

的
有
機
体
の
崩
壊
、
'そ
の機
能
の
停
止
を
も 

が
、
.こ
：の

增
.

 

' 

た
.ら
し
た
。
国
連
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
両
地
域
間
の
貿
易
量
は
^

の̂
ピ
-
ク 

勢
は
そ
の
後;

:
.

で
あ
っ
た
二
：
九
四
九
年
に
、
輸
出
は
戦
前

(

一
九 
一

U

八
年)

の
約
兰
分
ノ一

、 

へ
に
引
き
継
が
輸
入
は
そ
办
ニ
分
ノ
 

S
ま
で
縮
小
し
た
，

一
九
五
四
年
に㈱

㈦は
一
丸
四
九 

.
れ
た
。

(

多

く

■

年
の
.五_
%

減

、
'
輸

入

は

ニ

 
ニ 
％
增
に
ま
で
回
復
しV
;:
'

全
貿
孱
暈
と
し
て
は
八
％ 

.の
賢

本

主

義

増

を

記

歡

し

た

が

、
な
お.
1削
水
準
に
比
ぶ
れ
ば
、
そ
の
四
五
%
強
に
止
ま
っ 

諸

国

に

と

っ
.
た(

第
四
表
参
照)

0:
•

て
は
ド
ル
地 

そ
の
後
の
経
過
に
お
い
て
、

コ
コ
ム
の
事
実
上
の
解
体
や
チ
ン
コ
ム
の
緩
和 

'域
以
外
'へ

の.

.

に
よ
っ
て
.、
氣
西
貿
易
は.い
っ
そ
ぅ
拡
大
.の
機
違
に
あ
る
こ
と
は
周
如
の
如
く 

，貿易
拡
大
の
で
あ
る
。

.

必
要
が
、
社

■■
.

た
だ
昨
年
来
の
ソ
連
邦
のI

.
0'.
B 

•
¥
:

(

大
陸
間
，弾
道
弾

)

や
人
工
衛 

金

主

義

諸

；

星
実
験
の
成
功
を
：転
機
：と
し
て
、
@
際
¥|
略
、

国
際
政
治
上
の
.勢
力
関
係
に 

国

.に

と

っ

は

、
大
き
な
転
回
が
予
想
さ
れて
い
る
。
い
わ
ゆ
る「

宇
宙
科
学
戦」

は
.そ
れ 

て
を
、

国

1
止
ま
ら
な
い
で
、
世
界
経
済
体
制
の
，上
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
見
ら
れ
る

.
。
.

第四表東西両ヨ  ーP ッパ間の貿易量の推移(指数1950=100)

. ■ . . . . . . .
1938 1949 1951 1952 1953 1954

輪 出 305 111 89 85 87 106

輪 入 205 103 98 91 105 126

U . N ., ibid ., p .118,

そ
こ
に
予
想
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
宇
宙
兵
器 

の
発
達
を
契
機
と
し‘て
、
両
体
制
間
の
融
合
で
は 

允
く
、
現
実
に
は
む
し
ろ
各
世
界
経
済
体
制
内
部 

の
結
合
強
化
を
主
軸
と
す
る.各
体
制
の
再
編
成
. 

と
、
こ
れ
を
墓
と
す
る
両
体
制
間
の
関
係
の
再 

調
整
で
あ
ろ
ぅ
。：
仮
に
戦
略
上
、
政
治
上
：

Q

要
因 

を
含
：め
.て
両
体
制
間Q:

対
立
が
激
化
す
る;%
.の
.'と 

,

す
れ
ば
、.1

一
つ
に
分
裂
し.た
世
思
市
場
の
も.つ
.意 

:

義

は

重

力

で

.あ

る

。

#
^:
胄
に
と
々
て
自
己
市
場
，
 

の
確
保
•'拡
大
は
必
須
の
要
望
と
な
ら
ざ
る
を
え 

な
い
。
市
場
問
題
を
め
ぐ
る
世
界
経
済
体
制
の
再 

調
整
が
必
然
視
せ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る。
.

注 :

(

注
：一)

a
.
N
.
“ 

ibid., pp. 93 
丨 99.

:
■

そ
こ
で
は
、
社
会
主
義
圏
^
戦
後
の
植
興• 

発
展
が
：次
の
1
1ー
段
階
に
概
括
.さ
れ
て
い
る
。
⑴ 

.

.復
興
期
：
-
一
九
.

ST

五
I
四
八
年)

、⑵
発
展：

促
進 

.
期
.a

九
四
七
丨
五
三
苹)

、⑶
許
画
の
.改
訂
期a

九
.五
三—

五
.四
年
> 

. 

(

注
ニ)

'そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、V
.
1九
1|
.六
年
軟
.の
ボ
.
|ラ
ン
ド
..お
：よ
び
.ハ
ゾ
ガ 

リー

を
中
心
と
.す
る
い
わ
ゆ
る
東
欧
動
乱
の
発
生
は
一
、：
第11 .

一
者
的
な
'立
場
：か 

:て
ら
.見
：て
、
少
な
く
と
も
社
会
：主
義
圏
内
に
お
け
.る
五
力
年
計
画
の
統
一
的
迤 

営
、経
済
協
力
9
強
化
に
:̂
お
.問
^or

の
あ
^
こ
と
を
示
し
た
と
い
え
，よ
ぅ
。

パ

？

.

.
'
,
.
.
.
'
.

'.
- 

,
 

'
 

_
 

-
. 

,

世
界
経
済
体
制
の
再
！I

整

期

.

つ
前
節
に
速
べ
た.社
会
主
義
世
界
市
場
の
成
立
を
舞
機
と.す
る
一
.一
つ
.
の

世

思

市 

.
+場
べ
の
汾
壞
-は
、
:-
.
'戦
後
の
'世
界
経
済
の
搆
造
を
さ
ら
。
祓
雑
な
も
の
と
し
た
。 

少
な
.く
と
も
そ
れ
は
、.
.戦
後
に
.国
際
連
合
が
理
想
と
じ
、
ま
たI

T

0憲
章
が 

目
標
と
し
た
グ
P
丨
バ
リ
ズ
ム
な
い
しは
，ュ
ユ
；ヴ
：ァ|

サ
：リ
ズ
'
ム
：の
^
^
に菡 

づ
く
単
1
の
仳
界
、
举
一
の
世
振
市
場
の
形
成
か
ら
の
現
実
の
背
反
を
意
味
し 

;■
'
た
:0
,

,

:.
.

••
'
-'
:
. V

.

'■
■

'し
が
%:
社
会
主
義
諸
国
が
、"
.ソ
ヴ
-
ト
連
邦
を
中
$
と
し
、
疆
諸
国
と
の 

提

携

に

：
ょ

っ

て

:-
'
:
地

统

的

な

意

味

か

ら

も

比

較

的

良

き

結

合

関

係

を

樹

立

し

た 

の
^
対
し
、
一
爾
余
の
世
界
に
分
散
す
る
資
本
、王
羲
諸
国
は
、
' こ
の
意
味
か
らも
 

結
合
関
係
の
強
化
に
困
難
を
感
じ
た
。
ま
し
て
競
争
を
原
則
ど
ず
石
資
本
主
義

. 

:

霧

，に
：と

っ

て

、
' 各
国
の
復
興
と
発
展
：に
伴
い
、
往
々
ゆ
し
て
各
国
の
経
済
的 

発
展
の
不
均
等
を
根
摁
と
も
て1
相
亙
間
の
齡
擦
女
生
：み
が
ち
で
あ
る
。
戦
後 

.'
■
の
資
本
主
義
世
界
経
済
体
制
内
部
に
お
い
て
、
曲
り
な
り
に
も
相
互
⑩
カ
関
係 

が
保
持
さ
れ
て
書
た
最
大
の
理

1

は
、
そ
の
指
導
的
実
力
国
と
•な
っ
た
ア
メ
リ 

力
の
尨
犬
な
対
外
援
助
活
動
に̂
？
た
こ
と
は
い
う
ま
专
な
い
。

.

し
か
し
ァ
：メ
リ
ヵ
の
援
助
カ
自
体
に
限
度
が
あ
る
：の

.み
な
ら
ず
、''
被
援
助
国 

」

'.

侧

も

究

極

的

に

は

、
：

}
J7a

全

：な■

的
自
立
を
目
標
と
す
るf

に
お
い
て
、
し 

ば
^

ば
ア
メ
リ
ヵ
と
め
間
ば>

ま
た
相
互
間
に
利
害
の
.調
整
を
欠
く
こ
と
を
否 

定

で

ぎ

欢

.い
.0

.:'
--
';

:
.-
:

;

.シ
'

7

^

^

^

^

^

^

^

::
:;
'-
-

.

-
 

;

こ
：の
よ
う
な
事
情
の
う
ち.に
、
最
通
の
世
界
経
済
の
具
体
的
な
動
向
と
し

1.

七
：(

1
1
0—*)



第 五 表 世 界 賀 易 の 区 域 イ 匕 （％ )
. . .

貿 易 坶 域 と 項 目 1 9 2  8 1 9  3 8 1 9  4 8 19.54

( A ) ド ル 地 ' 域 / ド ル 地 域
/

>  '  ' 輸 出 31 40 51

m  ； 入 .. 
( B )西 平 球 G/ 合 衆 国

45 62 60

; 輸 \ 出 36 33 42 49
輸 入 . 

( 0 ) E  P U 神 域 / : EJ P U  雄：域

37 39 57 56

輸 . ' 出 . 76 76 76

. 輪 入 

( D ) ろター ] )ング地域/ ろターリ'ノグ地域

70 62 74

:.ズ . 、' 輪? :：.’.ぐ':..:.:ノ 出 54 55 .5 8
輸 入 

( E ) E  P t J 地 域 / O E E C J參 加 国

42 •、 52 53

: 輸  出 76 75 76 77

. m  人 

( F ) O E E O 参 加 国 / O E E a 参 加 国

64 66 58
7 3

輸 . ' 出 57 55 47 52
^  入 

(G )海 外 超 P U 地 域/ .O E E  C! 参 加 国

46 43 . 88 46

輸 出 19 20 29 25

...輸 ： 入.: 
( H )ス タ ー リン グ 地 域 / 英  国

18 ；• 23 ’ / 25
■；

27

て: .：シ _ :' 輪 ： ：： 、 ’ .，.出 38 45 50 49

'  ； - M  ■： 入 ： 

( 1 ) 7 ラ ン 地 域 , フ ラ 、ノ ス

26

' : . . 一

33 j 37 45

輪  出 18 28 46 • 87

へ:::,::...い 入 : 13 28 30 28

世
界
経
済
体
制
の
，再
調
聲
期

•

の

約

五

分

ィ

三(

六
〇
％)

••
•
.は
、
こ
れ
ら
主
要
な
贸
易
地
域
の
域
内 

質
易
か
ら
成
っ
て
い
た
。㈣
ぅ
る
に
世 

.:
界
©

の̂
五
分
ノ
.
ー
 
を
多
少
欠
け
る
部 

分(
一

九
％)

が
、
こ
れ
ら
三
地
域
相
互 

;

ml
の
®
ゑ
で
あ
っ
た
.
0し
た
が
っ
て
全 

体
の
五
分
ノ
一 
を

や

や

上

廻
'^
残

り

の 

部

分C

一

u
%
>
.

が
、
残
余
の
世
界
の

c

注
三)

■
.
贸
易
で
.あ
っ
た」

。

.

.こ
ぅ
.し
た
.
.
質

易

の

区

域

化

の

事

情
 

は
、
第
五
表
：に
よ
っ
て
さ
ら
に
こ
れ
を 

.
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
比 

..
率
は
、
分
母
の'地
域
の
.全
輸
出(

ま
た 

72

は
輸
入)

に
占
め
る
分
子9

地
域
の
割 

.p

..

合

を

，示

す

も

の

で

あ

り

、

両
者
間
の
_
 

逮
の
推
移
を
知
石
上
に
便
宜
で
あ
る
。

例
え
ば
«
刖
；

(

1
九
三
八
年)

と
戦 

後
'O

九
四
八
年
V

Aの
比

較

に

.
お
い 

て
：
は
、

：

若

千

の

例

外

く

に

®

を 

除
い
て
は
^
大
体
コ
ン
.

K

タ
ソ
ト
な
割 

.合
を
.持
綺
す
^
か
あ
る
い
.は
.増
.勢
.を
，示 

:u
、
ま

た

蒙

のK

九
四
八
年
と
一
九

九

(

一：l
o
g
. く

注 :

て
現
わ
れ
允
の
が
地
域
主
義.(K

e
g

io
n

a
H

S

日)

.の
枱
頭
で
あ
り
、

地
域
化 

<

«

«>
^

0» -

3,
ぽ

3-^ :

0
1
1

)

の
運
動
で
；あ
る
と
い
え
よ
ぅ
。

一;'
:こ
(0
:
連
動
择
先
鞭
を
0.
け
た
の
.は
0
西
_
|
:
.
ロ
.
パ̂
：隱
 

葉
に
ぼ
既
速
の
3
つ

が

世

思

市

場

の

：
分

裂

が

も

た

ら

し

；た 

成
が
^
づ
た
と
見
.な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ'と
に

戦

净

を

通

じ

_
て

い

ず

れ

も

が 

.

い
わ
ば
小
国
と
化
し
、
：そ
の
，低8

済̂
的
地
位
の
：低
下
し
たヨi

 

ロ
：
：
：ッ
-/
.

ハ

自 

が
ブ一;

方
に
お
い
て
既
述
の_

主

義

圈

の

：勢

カ

拡

大

、

:.
;
;
.
他
方
^
お
い
て
ア
 ̂

リ
ヵ
経
済
力
の
進
出
に
挾
擊
さ
れ
て
、
.い
き
お
い
相
互‘の
経
^

力̂
の
促
進
を
：
 

企
図
し
た
こ
と
は
、
む
じ
ろ
当
然
と
い
え
：る
。
':-
:
/
.
;
:
4

こ
の
—

お̂
：い
て
"，

I

九
四
六
年
九
月
、̂
時
野
に
在
っ
た
チV

丨
チ
ル
の 

欧
州
合
衆
屬
設
の
提
案
が
、
；西:3—

，ロ
>
パ
.に
お
け
る
地
域
的
な
藝
統
合 

へ
向
っ
：て.の
運
動
0
ロ
火
を
切
っ
た
も
の
と
す
る
：な
ら
ば
：、.{
'
九
|
1八
年
四
月 

か
ら
の
マー

シ
ャ
ル
-
プ
ラ
ン
の
実
施
は̂

そ
の
後
吖
展
開
の
た
め
わ
推
進
カ
：
 

を
な
し
た
。'す
な
わ
ち
マ
ー
シ
ャ
ル.：。

M

フ
ン
に
基
づ
く
欧
州
復
興
計
画

(

E
:へ 

-R
P)

の
発
足
、
そ
の
受
入
れ
機
構
と
し
：て
の
欧
州
経
篇
カ
機
構
：

(
0

E

E 

0)

め
結
成
、
欧
州
支
啦
同
盟：(

E 

P
.
U
O

の
設
立
、
ベネ
ル
ッ
ク

，

ス
関
税
同 

盟
の
成
立
、
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体

(

E

0

S

S

:

:

の
形
成
等
は
、
：地
域
的
結 

合
強
化
の
段
階
的
進
展
を
意
味
し
た
。
就
中
終
り
の
.ニ
者
が
具
体
的
基
盤
と
な 

っ
て
，
本
年一

月
.

T.

日
ょ
り
発
足
し
た̂

州
経
済
共
同
体=

西
欧
共
同
市
場
の 

成
立
を
導
い
た
こ
と
は
、
周
知
の
如
く
で
あ
る
。

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
ば
、
す
で
に
別
の
機
会
に
記
述
し
た
こ
と
が
あ
る̂

!

^
 

こ
こ
で
は
繰
返
さ
な
い
が
、
す
で
に
触
れ
た
如
く
、
ニ
大
勢
力
の
対
立

W
間
に
：

'

 

.

.

.

.
ノ
 

八 

0
5
5

,

介
在
す
る
地
位
^

!め
る
ょ
.う
に
な(

っ
稆
頭
3
*
: 
口'

ッ
：パ
.の
諸
国
が
、
地
域
的 

.な
経
^
;
力̂

(economic: c
§

p
e
r
a
t
i
o
n
)

か
ら
経
済
統
合(economic 

i
n
t
e
g
r
a
t
i
o
n
y
o

段
階
に
ま
で
踏
み
：八
权
た
事
情
の
裏
に
ゆ
、
当

簾

治

：
 

的

.

(

：そ
:1
.て
時
に
は
蕾
的
>〕

意
図
%:
含
ま
れ
を
こ「

と
を
指
摘
し
て
お
く
べ
き

： 

■

で
あ
ろ
う
'0
.
:
:
西
ヨ
ー
ロ
.
.
>
:
ー
パ
：謹

自

身

と
1>
て

見

れ

ば

、
'
そ

れ

は

国

際

政

治

の 

'舞
台
に
お
け
る’い
ぢ

ゆ

る

第

三

勢

力

：と
：し
：
て

©.
地
位
の
保
持
を
：目
標
ど
し
、
ま 

.

..
た
£-
.れ
を
バ
ッ
'ク
.
.，
ア
:'
/
プ
.す
る
^
メ
リ
'カ
0
立
場
.か
...
ら
す
れ
ば
、
.
い
う
ま
で 

も

：な

べ

反

共

基

地

の

設

定

^
あ
.る
。
：
：

:

.

:

し
：か
し
其
処
；に
：は
、：：が
か
る
政
治
的
意
味
と
は
別
忆

^

^

的
に
も
、
こ
れ 

(

ら
1

が
：緊

密

に

つ

：
き

戈

る

地

盤

が

あ

：
？
た

。

そ

れ

は

の

.
ド

ル

不

足 

を
賽
と
し
ズ
另
尸
卩
の
機
能
や
最
靈
ヵ
年
に
お
け
る
貿
易
自
由
化
の
促
進 

:
■を
通
じ
，て
具
体
化
各
れ
た
域
内
質
易
の
集
中
と
拡
大
で
あ
る
。
し
.ば
し
ば
引
用 

さ
れ
る
如
く
、
既
掲
の
屋
世
界
経
済
報
告

(

-
'A
sl
IL
®

が
、

s
界
贸 

易
の
！̂

化 

j
cc+
h
e co

m
p
a
r
t
m
e
n
t

 alization of world trad

©*)

と
し 

て
挙
げ
る
問
題
の
一
面
が
、
こ
れ
で
あ
る。

.

す
な
わ
ち
そ
こ
で
は
ア
メ
リ
カ
質
易
の
西
半
球
へ
の
集
中
や
ィ
ギ
リ
ス
貿
晶 

の
ス
タ

I

リ
ン
：ダ
地
域
.へ
の
集
中
、へ.

な
ら
び
に
フ
ラ
ン
ス
貿
易
の
フ
ラ
ン
ス
地
'
 

域
：へ'の
集
中
等
、
通
貨
圈
別
に
見
た
圏
内
贸
易
の
増
大
が
指
摘
せ
'ら
れ
る
が
、' 

こ
れ
ら
.を
含
め
て
他
界
貿
易
の

§

化
と
：い
う
見
地
か
ら
重
要
視.さ
れ

る
の 

过
、
既
述
の
社
会'主
義
圈
と
ド
ル
地
域

(

に
加
え
て
、
.こ
れ
ら
両
者
ょ
り
も
遙
か
に 

大
き
い
比
重
を
も
つE

P

U

地
域
■(

世
界
賀
易
垒
体の
五
分
ノ
ニ)

で
あ
る
。 

か
く
し
.て
i

報
告
の
説
く
と
こ
ろ
に
ょ
れ
ば
、

「

一
九
五
三
年
に
お
け
る
世



五
：四
年
の
比
較
に
つ
い
て
は
ド
ル
関
屋
国

：

@

と
@

'.
'''':

の
'|
|
出
の
増
大
、

&

P
U:
地
域
や
o 

E

E

0
諸

国
<(0
)
と
恸
と
的
等
.
>
.
の
輸
A-
の
：増
加
、
そ
ん
て
と 

-く
に
フ
ラ
ンス
に
対
す
る
7
ラ
ン
.地
域
:(
0
比
率
の
低
下
;^
が
目
立
；ヮ
て
ぃ
る.-

 

.
し
か
も
全
体
と
し
て
、
か'な
り
高
度
0
贸
易
の
地
域
的
な
集
中
化
が
ぃ
理
解
で.
 

)

き
る
。
£.
'
と
に
(0
)
や
02
)
の
蒿
い
比
率
か
ら
、

H

業

国

相

互

間
''
'
.
と

ぐ

に

西

ョ

丨

.

ロ
タ
パ
諸
国
間
の
緊
勞
贸
易
驟
を
推
定
す
を
こ
と
が
で
ぎ
る
と
共
に
ク
反

'' 

面
上
表
中
の
い
ず
れ
か
め
地_

既
述
の
_

主
義
圏
に
属
さ
な
い
国
々
，

Q

一
質
:.
:,
. 

易
上
の
i

が
類
推
せ
ら
れ
る
。:

.

.
.

:

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
ょ
ぅ
な
诋
界|
3
;
#
の
砠
_
化
の
前
?§
が
及
ぼ
す
^

-' 

■響
は
重
要
.で
.あ
る
。
.す
で
に
西
欧
共
同
市
場
の
成
立
が
刺
戟
と
な
っ
て
、
北

：ョ
：

-

丨
口 

.

ツ
。ハ
の
四
力.

国
：(

デ
ン
マ
ー
ク
、

フ
ィ.

ン
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
.、
■
ス
ウ

エ
|
デ
ソ)

の
間
：に
は
、
関
税
同
盟
を
軸
と
す
る
北
欧
洪
同
市
場
の
設
置
計
画

;: 

が
発
表
せ
ら
れ
、
：
ま
た
中
米
：お
ょ
び
南
米
、
な
ら
ぴ
^
ア
テ
ブ
諸
国
間
^
お
い
--
■:
■ 

て
も
、
ノ
醫
の
藝
共
同
体
の.形
成
が
審
議
ざ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
予
て
.か
ら 

の
.懸
寒

で

あ

っ

た

ィ

ギ

リ

ス

，の

提

唱

に

ょ

石

欧

州

自

*
員

畠

％_
罾

は

、

一
：
九 

五
七
年
十
月
の
0

B

E

0
理
事
会
を
通
過
し
、':
ィ
ギ
リ
ス
を
^

3
0
E
E
0

加
：
. 

盟
の
ー
；
七
ヵ
国
の
参
加
を
期
し
て
、
具
体
的
交
渉
の
段
階
に
ス
っ
た

0- '

か

く

し
, ' 

て
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
欧
州
自
由
贸
易
地
域
を
：外
伊
と
し
、
西
欧
共 

同
市
場
.や
北

欧

共

同

市

場

を

内

核

と

す

る

い

わ

ば

一

一

重

：
の

構

造

；

^
も

：
つ
経̂

^

:

: 

力
体
制
が
議
の
脆
装
あ
る
。.そ
れ
が
；'社
会
主
義
圏
や
.ド
ル
地
域
：に■対
杭
し：

.
 

て
、
第
三
勢
力
園
の
構
成
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
-'
と
は
、
す
で
に
一■言
し
た
：
 

と
こ
ろ
で
あ
る
。.

:
■
-

.

.

•

.. 

.

一
 
〇
:
0
1〇
四
>
'

し

か

し

為

が

ら

'世

界

経

済

体

制

に

と

'

っ
て
ョ
リ
根
本
的
な
問
題
は
，
西
欧
や 

北
欧
の
共
同
市
場
に
せ
よ
、
ま
た
欧
州
自
由
贸
易
地
域
に
せ
よ
、
そ
め
も
つ
性 

格
の
如
何
に
.伏
在
す
る
。
つ
ま
り
は
そ
れk
域
.内
優
先
、.域
外
差
別
を
根
本
原. 

則
と
す
る
こ
と
に
よ
：らX
、.
域
外
へ
の
排
他
主
義
、'封
鎖
主
義
に
堕
す
る
，

J

と 

は
な
い
か
と
.の
懸
念
で
あ
る
。：：.か
く
レ
て
若
し「

九
1
1
0年
代
の
如
き
大
国
中 

心
の
ブ
ロ
ッ
キ
ズ
ム
へ
進
むよ
う
な
こ
と
於
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
再
び
ブ口

ッ
ク 

的
対
立
の
^

1を
、員
じ
て
世
界
経
済
の
梗
塞
化
を
招
く
惧
れ
な
し
と
し
な
い
。

も
：と
よ
り
こ
れ
ら
の
経
済
共
同
体
自
ら
は
，

.
そ
の
趣
旨
と
し
て
、
a

F»
の
開 

放
を
謳
うて
い

る

。

-

し

かし
設
立
.の
そ
も
そ
も
の
根
拠
が
域
内
の
協
力
関
係
の 

強
化
に
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
見
て
、
将
来
，の
進
展
方
向

.
は
今
後©

実
績
に
.よ 

っ.
て
、.
厳
密
に: ^

討
ざ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
.と
ま
れ
共
同
体
相
互
間
の
関 

.

連
の
緊
密
化
に
づ
い
て
、
K :

ル
圏
や
ろ
タ
ー
リ
ン
グ
圏

^

は
じ
め
、.他
の
第
三’ 

:

国
市
場
と
の
充
分
な
調
整
が
行
わ
れ
な
い

.
と
、.資
本
主
義
世.思
経
済
体
制
は
、 

内
部
分
裂
の
危
機
を
胎
ん
.

で
い
る
。1

ー
日
す
れ
ば-
の
_
問
題
も
#
、
世
界
経
済 

恢
制
の&

整
.
を
要
求
す
る
一
因
子
た
.
る
に
.
外
な
ら
な
い0

.
 

...
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四

' ■

:既
述
の
一一

つ
の
世
界
市
場
の
分
裂
、
ま
た
地
域
的
な
経
済
統
合
の
痛
は
、 

前
者
は
大
き
く
資
本
主_
圈
と
社
会
主
義
圏
の
各
々
に
と
り
、
.後
者
は
地
域
的
- 

な
i

性
を
一
つ
の
条
件
と
し
な
が
ら
、
主
と
し
て
相
対
的
な
意
味
で
の
弱
小 

国
に
と
づ
て
、.い
ず

れ

も

そ

の

経

済

的

荏

立

と

，発

廣

.の
確
保
.ど
い
う
目
標
か
ら 

生
れ
た
必
然
的
な
発
展
形
態
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
場
合
、
こ
の
ょ
う
な
批̂
畠
罾
の
|2
殳
の
上
か
ら
見
て
、lg
在
な
お
経 

済
的
重
要
性
の
低
い
国
々
、
と
り
わ
け
ま
た
各
般
の
地
域
的
経
済
統
合
か
ら
取 

り
残
さ
れ
る
苛
能
性
の
あ
る
国
々
の
動
向
に
つ
，い
て
.も
考
え
及
ば
な
く
て
は
な
：
 

ら
な
い
。
概
し
て
い
う
な
ら
ば
、
世
界
の
い
わ
ゆ
る
後
進
諸
国
な
い
し
は
低
開

. 

発
諸
国
が
こ
れ
に
当
る。；

.

M

こ
れ
ら諸

！！

の
う
ち
あ
る
も
の
は
、
戦
後
に
政
治
的
独
立
を
簏
得
し
、
さ
ら 

に
こ
れ
を
裏
付
け
る
た
め
の
経
済
的
自
主
性
の
確
保
を
目
指
し
て
、
す
で
•に
数 

ヵ
年
に
亙
っ
て
経
済
開
発
計
画
を
実
符
中
で
あ
る
0
ま
た
あ
る
も
の
ば
、
現
在 

政
治
的
自
主
性
の
拡
大
の
過
程.に
あ
り
、
，
新
興
独
立
国
の
中
に
お
い
て
も
、
い 

ま
な
お
経
済
麗
計
画
を
検
討
中
の
も
の
も
あ
る
。
他
方
、
依
然
と
し
て
先
進 

諸
国
の
植
民
»
と
し
て
の
地
位
に
規
制
さ
れ_

開
発
の
地
域
も
あ
る
。：

Jか
く
し
て
徵
進
国
あ
る
い
は
低
開
発
国
と
い
5:
:
場

合

に

、

そ
の
'
；

展

の

段

階 

は
マ
チ
：マ
チ
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も1
刚
と
の
比
較
に
：お
い
て
、
世
思
の
後 

進
諸
国
の
政
治
的.経
済
的
地
位
が
著
し
く
向
上
し
、
，世
界
経
済
体
制
の
編
成
. 

の
上
か
ら
見
て
、
こ
れ
ら
後
進
諸
国
の
志
向
を
1

し
え
な
い
.こ
と
は
自
明
で

:

世

界

経

済

体

制

の

再

調

整

期

,

-

あ
る
。

.

:

. 

.ノ 

，

■

こ
と
に
新
員
砠
立
国
と
し
て
吣̂

し
、.
す
で
に
経
済
開
発
計
画
を
実
施
な
い 

し
ぱ
構
案
中
の
諸
国
に
関
じ
で
は
、
：現
在
以
世
界
経
済
の
転
換
期
に
際
し
て
、

.
，..その
：動
掏
に
格
別
の
注
意
が
求
め
ら
れ
る
。
.
こ
れ
ら
諸
国
の
多
く
は
計
画
の
着 

’：

否
^

- 

tで^
指
摘
し
た
如
く
、
戦
後
の
十
年
間
を
^
わ
ば
経 

.

済
開
発
：の
準
備
期
と
し
，て
経
過
し
、
い
ま
や
将
に
本
格
的
な
経
済
開
発
期
を
迎 

う
べ
き
転
機
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
今
後
£
れ

ら

の

国

、
々
が
、

そ 

の
経
済
開
発
の
方
式
や
重
点
を
、
ど
の
ょ
う
な
方
向
に
振
向
け
る
か
は
、

当
該 

国
の
み
な
ら
ず
世
界
経
済
全
体
に
と
っ
て
、
し
た
が
ー
て
ま
た
世

1

済
体
制 

の
再
調
整
と
■い
う
観
点
か
ら
も
、
注
目
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

.
I 

:後
進
諸
国
に
ど
っ
て
、
^
#
の
自
他
の
経
済
開
発
の
経
験
な
り
教
訓
な
り 

は
、
：
上
述
の
意
味
で
の
現
在
の
転
機
を
し
て
、
ま
た
同
時
に
そ
の
反
省
期
た
ら 

.
し
め
て
い
る
と
解
さ
れ
ょ
う
。
す
な
わ
ち
新
興
諸
国
に
あ
り
が
ち
な
旺
盛
な
ナ 

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
救
興
，は
、

一
面
に
お
い
て
そ
の
国
内
的
統
一
の
具
現
に
貢
献 

」

し
た
も
の
の
、
他
面
に
お
い
て
極
端
な
排
外
主
義
、：
利
己
主
義
を
伴
い

、
8

 

.国
を
含
め
て
外
国
と
の
経
済
的
提
携
を
し
ば
し
ぱ
阻
害
し
允
。
例
え
ば
経
済
開 

発
に
必
要
で
あ
り
な
敗
ら
国
内
.に
不
足
す
る
資
本
の
導
入
に
対
し
て
の
強
い
警 

戒
心
や
、
：醫

の

同
'親
国AJ

の
競
争
意
識
に
基
づ

V

相
互
経
瘍
カ
へ
の
冷
淡 

; '

な
態
^-
等
は
、
.そ
の
代
表
的
な
も
の.で
あ
ろ
う
。.し
か

じ

既

述

の

^

^

経

済

の 

.

最

近

の.動
向

に

鑑

み

て

、

よ
，
れ

ら

の

諸

^
に
つ
い
て
、
' 次
第
に
反
省
の
色
の
現 

■■
わ
れ
づ
つ
あ
る
こ
と
は
否
定
セ
ぎ
な'い

.0
:
、:.
人

-

こ
电
反
省
に
と
っ
て
の
最
大
の
根
摊
を
与
え
た
も
の
は
、
戦
後
ナ
ヵ
年
間
に

ニ 

C

5

S



お
け
る
諸
先
進
国
と
の
間
の
著
し
い
経
済
的
発
展
の
乖
離
で
あ
っ
た
。

し
ば
し 

ば
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
：
後
進i

や
f

発
諸
国
.に
と

っ

，
て
、
最
も
基
本
的
な 

特
徴
は「

■

」

の
二
字
に
ょ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
.し
た
が
っ
て
経
済
開
発
の 

襲
の
目
標
は
、
こ.の
貧
困
か
ら
の
脱
却
に
外
な
ら
な
い
。
戦
後
の
体
験
の
示
.
. 

す
と
こ
ろ
が
、
こ
の
目'的
の
実
^
に
役
：立
た
ず
に
、
：@:
困

は

さ

ら

に

持

_

.

累 

.積
し
、
，當
め
る
先
進
国
は
益
富
む
と
；
い
ぅ
の
で
あ
っ
r
は
、.
S

0
M

I

 

し
て
も
、
従
来
の
政̂

や
_

豸

カ

式

に
つ
，い
て
> 

尉

を

必

要

.と

す

る

こ

と 

は
い
ぅ
ま
で
も
な
か
6 '
ぅ

フ

■

ン：

先

進

国

と

後

進

国

と

：
の

間

の

變

震

の

i

を

滾
^

^
は
、
-
幾

多

得

ら 

れ
ょ
ぅ
が
、i

絲
計
が
掲
げ
る
若
于
の
も
の
：を
摘
記
す
れ
ば
、
第
六
表
：の
如
_

く
で
■あ
^
.
：
' 

. 

_

.
す
わ
ち
前
掲
表
中
の
エ
業
国
は
全
体
七
し
ー
て
、
：

.
一
九
四
八
年
をi

と
し 

て
、

一
九
四
九
年
丨
五H
年
の
間
に
一
〇

ゲ
％
か
ら
ー
四
〇
％

へ
と
、'm
-
m全
' 

体
と
し
て
の
増
大
に
順
応
し
た
楽
展
兮
示4て
い
る
の
，'に
対
し
> 

n

o

 

方
；̂

1
刖
の
1
り
低
い
水
準
か
ら|

に̂
は
&

?な
上
昇
に
転
じ
た
こ
と
が
：
 

判
る
が
、
；
そ
の
後0:
進
展
の
比
率
は
、
：エ
業
国
に
及
ば
ず
、
そ0開
き
を
拡
大 

し
.て
る
こ
と
が
，示..さ
れ
る
0
:
.

'ま
'た
先
進
地
域
と
後
進
地
域
の
間
に
お
け
る
、
、

1
則
と
戦
锋
の
全
商
品
生
産.

:

量

指

数

お

人
ロ
増
1

数
か
^
、
入
0.
ー
入
当
り
の
商̂

生
産
量
の
増
加 

趨
勢
を
示
す
と
第
七
表
め
如
く
な
り''
第
八
表
は
生
産
量
指
数
の
産
業
別
内
訳

を
示
し
て
.い
.る
f
; 

.

.

.

. 

/■.
.
 

- 

^

'

先
ず
第
七
表
か
ら
、
：世
晁
全
体
と
し
て
'の
生
産
量
は
篇
か
ら
一
九
五
四
年 

世
界
経
済
体
制S

調

整

期
：

：

.

■>
:

ま

で

の

間

に

約

三

分

ノ

，
ー

1増
大
し
、.し
か
も
1
九
四
八
年
ま
で
と
そ
れ
以
後
の 

'期
間
に
お
い
て
、
' そ
れ
ぞ
れ
1
1
0
%
ず
つ
増
し
た
こ
と
が
判
る
。
こ
の
成
長
は 

先
進
地
械
に
お
い.て
、
と
く
に
急
速
で
あ
り.、1
削
か
ら
一
九
四
八
年
ま
で
の
期 

間
に
お
い
て
、
北
ア
メ
リ
カ
、
以
後
の
期
間
に
お
い
て
は
西
ヨ
一
ロ
ッ
パ
に

：

お 

:

齡
る
著
；

ボ
|
|み
、と
5'
れ
る
。
' こ
れ
に
対
.し
て
、
後
進
地
域
は
大
体
西 

;
ョ
ー
ロ
 

rパ
の
発
©
に
»
い

魅
0|
1
比
四
〇
％
増
の
実
績
を
暮
げ
て.い
る
が
、
西 

,

ョ
I
尸
ッ
.パ
の
増
大
の
全
部
が—*
九
西
八
年
以
後.に
属
^

の̂

に

、:,
'
後

進

地

域 

::

に
お
い
^
は
こ
の
期
間
に
^
-い
て
は
、
全
体
の1

一
一
分
ィ
ー
一

"が
^

し̂
た
。
泰
た 

後
進
地
域
の
ぅ
ち
で
も
、
戦
後
の
石
油.を
は
1:
め
と
す
る
鉱
業
生
産
の
拡
大
に 

.ょ
ス
て
彳
中
近
東
お
ょ
び
ア
プ
リ
カ
を
含
む
地
域
の
増
大
が
最
も
晨
し
く
、 

ア
ジ
ア
地
威
が
最
も
停
滞
的
で
あ
り
、
一
フ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
が
略
た
そ 

■V
の
■中
間

.に

位

し

た

 

0:'
.
:--
'
_
;
デ

:
:

し
か
も
人
口
：の
増
大
率
は'
'衡
進
地
域
の
方
が
高
く
、
：
そ
れ
だ
け
生
産
の
実 

寶
的
な
増
加
分
を
吸
収
し
て
し
ま
ぅ
程
度
が
大
き
い
。
か
く
：て
一
人
身
り
の
坐 

:

一
産
*
の
増
加
は
、
：後
域
の
力
が
遙
か
に
少
な
く
、
例

え.^
®.
ョ
ー
ロ
ッ
。ハ 

の
1
則
比
ー
，
ー
：
五
％

に
比

.較
し
て
僅
か
5:
•
.五
％
に
す
ぎ
な
.^
。

■.

。
.'
亀
八
表
は
、.へ
生
動
里
指
数
の
産
業
观
内
訳
で
：あ
る
が
、
；

.
1
刖
以
来
の
先
進
地 

域
.と
後
進
地
域
と
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
敢
大
は
、
，総
生
産
に
お
け
る
ょ
り
も
経

' 

:

済

の

# :
々

：

の
^

に̂
：お
け
る
方
が
、,''.
:
は

る

か

：
に

そ

の

@
裹

少

な

.
い

ょ

ぅ 

.-
/
'■に
見

曼̂
ら

れ
;?
>
0と
.い
'̂
の
：
は

傅

別

に

は

、

両

地

域

<D
:
間
で
そ
れ
程
大
き 

v>
差
異
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
両
地
域
と
も
に
、
1
削
か
ら
！
九
五
四 

年

に

い

ぢ

る

間

に

、
：
エ
：業

生

産

量

：
は
略
之

i
倍

に

な

」

つ
'で
い
.る
の
に
、
第
一
次.

ニ
ー一

0
1
0七)

':

第 六 表 先 進 国 と 後 進 国 の 工 業 生 産 指 数 比 較 （194.100)

(注） United Nations, Processes and Problems of Industrialization 
in TTuderdev<5lor>ed Countries. 1955. b . 152.

国 叉 は 地 域 名 . 1937 1938 1949 1950 . 1951 1952 1953

世 界 金 体 77 69 102 116 136 129 139
X 業 国 . . ■ . 1.

力 ナ . ダ 51 47 101 106 112 114 122
ァ メ  D 力 58 45 ! 94 110 117 121 132
西 欧 108 ' 106 114 127 141 141 150
東 欧 .•

チ み コ 97 116 134 154 182
東 m …. 120 151 184 212 231
ハ 、ィ ガ リ — •マ * • t 142 192 250 309

. ポ 一 ラ: ン’ ド 69 ‘ 74 123 155 、193 231 267
ソ 連 邦 58 65 119 147 170 191 211
，ニ .ュージ， ラ■_ン K 63 65 106 111 119 118
日 本 249 274 131 156 219 244 299

工 業 国 金 体 77 69 101 116 126 129 140
後 進 国

ラテン ア メ リ ..力 58 59 103 110 . 118 120 120
’アノレゼンチ -ン 56 * * t ' 96 99 102 94 92
チ V — : 65 67 ;1 0 4 100 119 133 142
メ キ ン 67 68 110 122 133 ' 134 138
ガ . . テ..マ ラ … • • • 104 106 : 105 110 108

東 欧. ■ / -.

ブ ル ガ リ 7 r * * • • • 128 156 187 221
ノレ' . 一 マ 』-.ニ• ■ , ■ ァ .” v_ . • • • 141 194 250 308
ユ ゴ - 59 63 112 115 111 111 122

中 東

ト ル 66 113 112 122 131
ァ フ リ 力

7 ルジェリ ア * • • • * * 94 108 181 130 129
南ね ' 一 デ シ 7 35 113 132 149 158

. 南 阿 逾 邦 • • • 49 114 122 137 155 . . _
東 南 ァ ジ 7

イ ン K 84 89 98 97 108 118 124
後 進 国 全 体 64 66 105 111 119 124 127

•ニ 

0
ー
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生

産

物

の

方

は

撤

か

.三
分
ノ
一

 
程

度(

石
油
を
除
く
と
四
分
ノ-

1
)

し
か
増
加
. 

し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
両
地
域
間
に
お
け
る
差
等
は
、
総
生
産
中
に
し
め
る
第 

一
次
生
産
物
の
生
産
の
比
重
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
こ
と
に
基
因
す
る
。
そ
の 

比
重
は
後
進
地
域
に
お
い
て
は
五
分
ノ
四
に
達
す
る
の
に
対
し
、
先
進
地
域
で 

は
彐
分
ノ
ー
双
〒
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
一
次
生
産
物
と
工
業
品
と
の
間
の
発
展 

率
の
相
違
が
、
後
進
地
域
の
生
産
に
相
当
の
連
れ
を
も
た
ら
す
と
解
す
る
こ
と

■ 

が
で
き
る
。
戦
後
の
後
進
地
域
に
お
け
る
経
済
開
発
計
画
の
探
用
に
ょ
る
エ
業 

化
の
推
進
に
も
拘
ら
ず
、
先
進
国
と
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
拡
大
す
る
根
本
的
原 

因
の
一
つ
に
外
な
ら
な
い
。
こ
と
に
多
く
の
後
進
諸
国
に
と
っ
て
、
工
業
化
の 

た
め
に
必
要
な
資
本
の
形
成
、
そ
の_
径
と
し
て
.の
外
貨
の
獲
得
の
た
め
に
依 

然
と
し
て
少
数
の
特
定
第
一
次
生
産
物
の
生
産
•
®

に
依
存
せ
ざ
る
令
え
な 

い
と
い
ぅ
デ
ィ
レ
ン
マ
が
こ
こ
に
横
た
わ
る
。
.そ
の
結
果
と
し
て
、
後
進
諸
国 

の
実
質
国
民
所
得
は
依
然
と
し
て
低
位
に
あ
り
、
若
干
の
.例
外
を
除
い
て
年
間 

の
'一
人
当
ヴ
所
得
'は
多
く

一

0◦
ド

ル

以
下
で
あ

り

、

国
に
ょ

フ
て
は
五
0.

ド 

ル
.に
も
達
し
な
い
。
こ
ぅ
し
た
国
民
所
得
冰
準
の
停
滞
は
、
，相
対
的
な
意
味
で

. 

「

貧
困
1-
の
累
積
を
意
味
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
の.生
活
水
準
向
上.
の
停 

頓
、
経̂

^

M
の
遅
延
は
、
当
然
そ
こ
に-
リ
急
進
的
な
方
法
にょ
る
改
革
へ 

の
要
求——

極

端

に

は

社

会

主
！
：

化

，
へ

の

誘

因

を

造

成

し

て

く

る

こ

と

を

否

め 

な
い
で
あ
ろ
う
。
 

.

•

こ

,

以
上
、
三
項
目
に
分
つ
て
考
察
し
た
問
題
の
解
明
を
通
じ
て
、

'
戦

後

の

，
世

界

， 経
済
が
こ
れ
ら
を
中
心
と
して
大
き
な
構
造
的
変
化
を
経
験
し
、
現
在
の
段
階 

を
一
つ
の
転
換
期
とし
て
、
世
界
経
済
体
制
とし
て
i

整
を
要
す
べ
き
時
期 

に
逢
着
し
て
い
る
理
由
を
理
解
し
え
た
で
あ
ろ
う
。

;

第
一
の
社
会
主
義
世
界
市
場
の
発
展
か
ら
は
、
.
今
後
に
お
け
る
東
西
贸
易
の 

拡
大
の
動
向
を
な
含
め
ズ
、
両
世
界
経
済
体
制
間
に
お
け
る
市
場
問
題
を
め
ぐ 

っ
て
の
«
ユ

の

趴

ル

が

ラ

想

ざ

れ

る

。

«■
'
一
 
の
世
界
経
済
の
地
域
化
傾
向
の
前 

進
か
ら
は
、
数
個
の
ブ
ロ
ッ
ク
的
対
立
へ
の
進
展
の
懸
念
を
.蔵
し
乍
ら
、
そ
の 

相
互
間
の
調
整
を
誤
っ
龙
場
合
の
資
本
主
義
世
界
経
済
体
制
内
部
の
分
裂
の
危 

険
が
危
惧
せ
ら
れ
る
。.そ
し
て
第
三
の
先
進

ii

対
後
進
国
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
拡 

大
.か
ら
は
、
後
進
国
経
済
開
需
題
の_

討
が
要
請
さ
れ
る
と
共
に
、
貧
困 

の
持
続
が
社
会
主
義
化
へ
の
途
を
拓
く
可
能
性
を
含
む
こ
と
を
^
㈱
し

た

。

こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
、
.い
う

^

で
も
な
く
相
互
に
^

し̂
合
い
、
そ
の
絡
み 

合
い
の
上
に
、
1»
:

# .

罾
罾
^
制
と
し
て
の
再
調
整
が
求
め
ら
れ
てく
る
。
そ
れ 

が
ど
の
よ
う
な
證
の
方
向
を
採
る
か
、
；
予
測
は
も
と
.よ
り
困
難
で
あ
り
、
且 

，つ
短
期
間
.に
解
決
せ
ら
る
べ
き
問
題
で
も
な
い.。
:
'

た
だ
予
想
せ
ら
れ
る
近
き
将
来
に
お
け
る
動
向
と
し
て
は
、

一.方
に
お
い
て 

単
一
の
世
界
経
済
体
制
の
実^-
バ
そ
の「

形
.式
は
い
わ
ゆ
る
世
界
連
邦
の
形
成
そ 

.の
#

®々

ぁ
ろ
.う
.が)

.
-を
目
標
.と
.す
る
理
想
主
義
的
な
運
勘
の
展
開
を

 
一■
つ
の 

極
成
と
し
、.
.他
方
に
お
•い
て
、:'
両

箭

間

の

対

立

：
の
激
化
が
招
く
第
一
一
茨
世
界 

大
戦
の
勃
発
の
可
種
を
他
の
極
点
と
し.て
、

恐

ら

く

は

そ

'の

中

間

の

過

程 

. を
、：：：

平

和

的

共

荏

で

：ふ

れ

競

#
的
#

で̂
あ
れ
、

#立
め
緩
和
と
強
化
の
起
休 

の
多
い
滴
転
を
以
て
迪
る
と
い
う
の
が
襲
的
な
見
透
し
ヤ
あ
ろ
ヶ
。
そ
め
間
：

:• 

_

.

ー：：五

(

ニ
0
九
>

世
界
経
済
体
制
の
再
調
整
期

五

( 注 ） U . N .，ib id ” p. 32.
( 備 考 ） ⑴ 鉱 • 工 業 は 1 9 3 8 年 ， 農 業 は 1 934-38苹 平 均 。 

⑵ 中 国 本 土 お よ び 東 欧 を 除 く 。

第 七 表 先 進 地 域 お よ び 後 進 地 域 に お け る p屯 品 生 産 量 お よ び 人 口 指 数

■_ ニン. —. . . . ぐ ン ， _ ( 纖

地 ’ 域
商 品 生 鹿 量 0

S 篇 4

戦 前 ⑴ 1954 戦 前 (2) 1954 戦 前 1954

世 界 総 許 ( の 78 130 86 109 91 119
先 進 地 . 域 ⑷ 75 131 91 108 83 122

V . _カ ナ ダ お ’よ び ア メ ’リ力/ 53 117 89 110 60 106
西 ヨ 一 卩 ッ ノ く 107 151 93 105 115 144

後 進 地 域 90 126 83 110 109 115
ラ：テ ン ア メ リ 力 78 122 79 115 98 106
東 南 ァ ジ ァ 104 125 83 109 125 115
ア フ リ 力 （6)お よ び 中 東 80 144 85 109 94 132

( ^ )  U. N., World Economic Survey 1955. 1956, d. 25/
(備考) . ⑴ 戦 前 の 紙 •工業につI、て は 1938年，農_ は 1934-38年平均。

⑵戦前の先進地域にづいては I9 3 8年，後難地域は19$4-38年平均。 
⑶中囯本土および東欧を除ぐ。• •
⑷ 潦 州 , カナダ，西欧レ日本, 新西蘭，：南阿連邦，アメリカを含む。

( 5 ) 南阿連邦を除ぐ。 •

i . . . ヘ ン ■ , . . . . . . . パ .

第 八 表 先進地域および後進地域における農業 . 弊業’•製造工業の生産数量指数 

. '：' (1948 1̂00)
_ 一 '    Tr. II II ■ I.. ..LUU! tllL.I ■! r. . " »"和  n I !■ ■ II." :..... !.l ■ Ill 111 I. I ■■ VI I ■ « ri.MHIM | | 」 '

地 域 お よ び 区 分  戦 : 前⑴バ 1 9  5 4
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に
.地
域
化
を
中
心
と
す
る
第
三
勢
力
圏.の
枱
頭
が
、
.前
記
の
両
体
麗
の
対
立 

を
、
あ
る
場
合
に
は
促
進
し
、
他
の
場
合
：に
，は
緩
和
す
る
働
き
を
な
す
と
見
ら

. 

れ
る
が
、
望
ま
れ
る
の
は
後
者.の
方

向

：
へ

の

発

展

で

、あ

り

、
'
こ

れ

を

通

じ

て

の 

地
域
相
互
間
の^

^
流
：の
拡
大
弋
あ
る。

. 

一：
：'■
.

そ
こ
で
世
界
の
関
心
は
、
ナ
で
：に
指
摘
し
た
如
く
、
.
こ
れ
ら
の
地
域
的
な
統
：
 

合
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
惧
れ
の.あ
.る
'..い

わ

ば

後

權

I
®

を
め
ぐ
；っ
て
、
集
中
せ 

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
ぅ■ 

°偶
ぐ

，
こ

れ

ら

諸

国

は

そ

の

経

i

発

問

題

の 

再

検

討

期

且

つ

反

省

期

に

，あ

る

。

そ

し

て

早

急

に

も

本

格

的

，な

経

済

開

発

に

着 

宇
し
た
.い
.と
、の
意
悠
を
持
し
て
い
る。
.
.
；
.
.
.
.

.こ

.こ

.に
当
然
先
進
国
側
か
ら
す
る
市
場
拡
大
の
要
望
を
秘
.め
て
の
接
助
競
争..'
, 

の
激
化
が
導
か
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
進
国
側
が
、
ど
の
よ
ぅ
な
態
度
：で

臨

， 

む
が
は
、.今
後
の
世
界
経
済
の
動
向
に
と
っ
て
、
顔
る
童
要
な
因
子
を
構
成
す

.: 

一

六(

1ニ

0
> 

き
方
如
何
に
よ
っ

^

は
ス
こ
の
可
疆
が
促
進
さ
れ
る
十
面
が
あ
る
と
共
に
、
；
 

.

半
面
い
ず
れ
か
の
強
大
な
単
数
な
い
し
は
複
数
の
免
醫
に
よ
っ
て
、
再
植
民 

地
化

•  (
R

o .c
o

l
o

n
i

z
a

t
i

o
n

)

さ
れ
る

’

惧
れ
も
な
し
と
し
な
い
。

,
そ
の
意
味
で 

> 

.
今

絶

の

後

進

隱

の

進

路

が

意

味

す

る

と

と

ろ

ば

、

'.
.
'
.
顔

る

重 

夫
で
あ
る
。
仮
允
後
進
歷
が
藝
主
義
化
を
好
ま
ず
、

：

ま
た
焉
民
地
化
を

回
避
し
よ
う
と
願
望
す
る
な
：ら
ば
、
こ
れ
ら

i
s
n

は

い

か

：
に

す

べ

き

で

あ

ろ

う 

か
:0
後
進
国
同
志
が
相
互
に
協
力
関
係
を
強
化
し
、
共
同
の
組
織
を
以
て
外
部 

■'
:と
の
折
衝
に
当
り
、
共
同
の
力
で
.自
ら
の
経
済
開
発
の
推
進
を
図
る
外
は
な
い 

で

あ

ろ

う

。

こ
の
，
場

合

に

も

既

述

.の
地
域
主
義
の
適
用
に
つ.い
て
、
充
分
に
考 

慮

ず

べ

き

こ

，と

.は
，
い
；
^
ま

：で%-
'
な

い
。■

.

'
と

ま

れ

世

舞

経

済

体

制

の

再

調

整

は

、
、
後

^

題

を

中

心

に

罷

さ

れ

る
 

こ

と

ど

な

ろ

ぅ
^
そ

の

意

味

で

、

少

夺

Y
.と
も
今
後
十
年
の
農
経
済
は
、
こ

る
。
す
で
に
後
進
国
側
自
体
の
事
情
の.ぅ
ち
■に
、
.社
会

主

義

化

：
の

可

能

性

の

要

：

.
■:
■•
.れ

を
い
'わば

.. 「

後
進
屬
題
の
時
代」

：
と
し
て
特
微.づ
け

て

差

支

え

な

.い

と

思 

因
を
含
む
こ
.と
に
■つ
い
て
は
一
言
し
た
が
、
他
方
こ
の
外
部
援
助
と
の
結
び
'0
'

:
い
わ
れ
る
。

'

.

.

. 

/

:

J

政
.

策
決
定
。
フ
ロ
七
ス
の
ー
考
察

.

 
•

 

•

 

.

• 

.

.
•
: 

~ 

.

.■
•
.

経
済
政
策
学
の
&
究
領
域
に
お
け
る
最
大
か
つ
極
め
て
困
難
な
問
題
は
、
政 

.策
の
目
的
設
定
と
い
う
問
題
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
多
く
の
，

•経
済
理
論
家
は
、
：
. 

政
策
目
的
設
定
を
経
済
学
の
領
域
の
外
に
横
た
わ
る
政
治
的
.
倫
理
的
配
慮
に 

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
外
生
変
数
と
し
て
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て 

も
し
あ
る
一
定
の
目
的
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
，
そ
の
手
段
は
か
く
か
く
で
あ 

.る
と
い
5
ふ
う
に
、
政
策
論
を
技
術
論
と
化
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
5
に
目 

的
.を
外
生
^
数
と
す
る
こ
と
ば
、
ゥ
土
丨
バ
，丨
の
ほ
砠
砠
砠
理
論
に
ー
基
づ
く
も 

の
で
あ
り
、
ゥ
ェI
パ
丨
の
批
判
を
避
け
る
た
め
の
一
使
法
で
あ
る
。
だ
が
便 

法
は
あ
く
迄
も
便
法
で
あ
り
、
：
便
法
に
と
ど
ま
る
：限
り
は
政
策
論
を
積
極
的
に 

展
_
す
る
.こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
政
府
の
あ
ら
ゆ
る
行
為
が
経
済
生
活
の
あ

. 

ら
ゆ
る
面
に
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
今
日
、
政
策
論
は
そ
の
行
為
す
な
わ
ち
政

ノ
■

:

1

. 

f
 

V

.

.

策
目
的
設
定
に
、
：何
ら
か
の
分
析
手
段
を
も
っ
.て
迫
る
必
要
が
あ
る。
.
'.'

.こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、.，比
較
的
正
面
か
ら
と
り
ぐ
ん
で
き
た
の
は
、
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'政
策
決
宛
プ
ロ
セ
ス
の
一
考
察.

厚
生
経
済
学
と
い
う
名
で
一
栝
さ
れ
る
諸
研
究
で
あ
ろ
う
。
厚
生
経
済
学
者
の

研
绝
は
、
経
済
に
お
け
る
政
痕
打
為
の

1

般
原
理
を
示
そ
う
と
ず
る
も
の
で
あ.

る
。
彼
ら
は
政
府
行
為
の
目
標
と
し
て

「

厚
生」

と
い
う
概
念
を
提
出
し
た
。

そ
の
代
表
者
は
い
う
ま
で
も
な
く
ビ
グ1で
あ
る
。
し
か
し
彼
の

「

国
民
分
配

分
の
増
大
.
.
.
平
等
.，•安
定」

と
い
う
厚
生
概
念
セ
、，，
.ボ
ヴ
'ル
.デ
ィ
ゾ
グ
が
評
す

る
よ
う
に
極
め
て
実
践
的
な
も.の
で
あ
る
と
し
て
一

% 5
、
効
用
不
可
測
性
か
ら
生

ず
る
撒
念
の
あ
い
ま.
.い
さ
は
避
け
る
こと
が

.

で
き
な
い
。こ
こ

か
ら
以
後
の
W

生
経
済
学
者
は
ひ
た
す
ら
厚
生
概
念
の
姥
明
に
た
ち
む
か
っ
た
。
こ
れ
ら
新
厚

生
経
済
学
者
は
、
効
用
を
順
序
：で
考
、
X.
な
お
す
こ
と
に
よ
っ
て
、#
力
.の
ま
双

を
収
め
得
た
よ
一
う
、に
み
え
た
。
し
か
し
そ
れ
は
疑
わ
し
い
。
ボ
ゥ
ル
.デ
ィ
ン
ダ

(

注
3)

の
適
切
な
評
価
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

彼
は
.三
つ
の
点
か
ら
評
価
す
る
。
第'

T

■に
富
裕
を
定
義
す
る
こ
.と
に
厚
生
経 

済
学
者
は
ど
こ
迄
成
功
し'た
か

？

第

」

一
に
被
策
の
指
針
と
'
し

て

何

を

示

し

得

た 

か
。
第
三
ヒ
偷
理
学
べ
の
科
学
的
序
説
を
展
開
で
き
た
か
。
f

ル
デ
ィ
ン
グ 

は
第
1
点
疙
々
い
て
は
新
概
念
が-'「

経
済
的
に
よ
り
良
い

」

>
い
う
意
味
を
明
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